
総務委員会
２０２３年度活動報告

２０２４年６月３日（月）
紙製容器包装リサイクル推進協議会



２０２３年度 総務委員会の主な活動

１．回収量の調査

２．広報・啓発活動

１）３Ｒ改善事例集第１７版の発行

２）展示会などの広報活動

エコプロ２０２３の出展

自主行動計画における回収量調査及び
広報・啓発に資する取り組みを行った。



紙製容器包装の回収量

回収量公表データの把握

➢指定法人ルートの実績（容リ協）

１４３市町村、１３,８９８トン：２０２３年度

➢容リ法に基づく分別収集実績（環境省）

５９４市町村、７２,８７８トン：２０２２年度

古紙ルート｢雑がみ｣｢雑誌・雑がみ｣中の回収量

及び集団回収の回収量が把握されていないため、

当推進協議会で調査、拡大推計している。



回収量調査

対 象 ： 人口１０万人程度以上の２９５市区

方 法 ： アンケート

実施時期 ： ２０２３年６～８月

➢ 調査目的

➢ 調査方法概要

「単独」または「混合」で、紙製容器包装を回収している
市区の２０２２年度実績回収量（行政収集・集団回収）を調査
する。

➢ 回答率 ９８．６％ (２９１市区）
➢  人口カバー率 ７１．６％ 

回収量アンケート調査



紙製容器包装の回収方法（アンケート結果より）

容リルートよりは、古紙回収ルートが主力

紙製容器包装
回収量内訳

古紙ルート回収が約 ８６.５％
容リルート回収が約 １３.５％

紙製容器包装リサイクル推進協議会データ

容リ法に基づく
指定法人ルート

13.5％

「紙製容器包装」
分類で回収

5.0 ％

「雑がみ」
分類で回収
23.9 ％

「雑誌・雑がみ」
分類で回収

53.0 ％

その他
4.5 ％



回収量調査結果（２０２２年度実績）

回収分類
行政収集
回収量(ｔ)

集団回収
回収量(ｔ)

①紙製容器包装単独の回収 19,100 647

②雑がみ 回収中の紙製容器包装量 23,175 2,279

③雑誌・雑がみ 回収中の紙製容器包装量 33,008 23,340

④古紙全般中(新聞・雑誌・段ボール他含む) 3,289 1,567

合計 78,572 27,833

拡大推計回収量（ﾄﾝ）
（全国人口/調査人口） 109,806 38,897

「雑誌・雑がみ」、「雑がみ」、「古紙全般」分類中の紙製容器包装量

＝アンケート回答「雑誌・雑がみ」、「雑がみ」、「古紙全般」回収量

×紙製容器包装構成比（技術委員会調査）



回収率

➢回収率結果

行政収集 集団回収

拡大推計回収量；Ｘ(t) 109,806 38,897

容器包装廃棄物排出見込量
〔2022年度；Ｙ(t)〕 648,777 648,777

回収率（Ｘ/Ｙ） 16.9％ 6.0％

回収率合計 22.9％（前年度23.6％）



回収率推移

紙製容器包装の回収量実績及び回収率

紙製容器包装リサイクル推進協議会データ

回収率紙製容器包装回収量

２０２２年度 回収率 ２２.９％
自主行動計画２０２５（２０２１～２０２５年度）目標２８％

 



３Ｒ改善事例集第１７版を発行

３Ｒ改善事例集第１７版は４部構成とし、２,０００部発行

１部：紙製容器包装リサイクル推進協議会の歩み
２部：2023年度紙製容器包装３Ｒ改善事例
３部：紙製容器包装３Ｒの取り組み（2020～2022年度改善事例より）
４部：容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画



エコプロ ２０２３ 出展

東京ビッグサイト ２０２３年１２月６日(水)～８日(金)
日本容器包装リサイクル協会のブースに、当推進協議会及び他の３団体が展示

展示全容



総務委員会
２０２３年度活動報告

完
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